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２
０
２
２
年
２
月
24
日
に
ロ

シ
ア
が
ウ
ク
ラ
イ
ナ
に
侵
攻

し
、
全
世
界
が
激
浪
に
巻
き
込

ま
れ
て
い
る
。
そ
の
理
由
が
ど

う
で
あ
れ
戦
争
を
正
当
化
す
る

こ
と
は
で
き
な
い
。
無
辜
（
む

こ
）の
命
の
殺
傷
と
人
権
蹂
躙
、

日
常
の
破
壊
を
ど
う
し
て
説
明

す
る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う

か
。
す
べ
て
の
戦
争
は
不
義
で

あ
り
、
ど
ん
な
場
合
で
も
解
決

策
に
な
ら
な
い
。

　

キ
リ
ス
ト
者
た
ち
は
ロ
シ
ア

正
教
会
の
首
長
で
あ
る
キ
リ
ル

総
大
主
教
に
戦
争
中
止
の
た
め

の
役
割
を
期
待
し
て
い
た
。
宗

教
を
抑
圧
し
て
い
た
共
産
主
義

時
代
と
違
っ
て
、
ロ
シ
ア
正

教
会
を
国
家
ア
イ
デ
ン
テ
ィ

テ
ィ
ー
構
築
の
求
心
と
し
て
活

用
し
よ
う
と
す
る
プ
ー
チ
ン
へ

の
善
い
影
響
を
期
待
す
る
の
は

当
た
り
前
の
こ
と
だ
っ
た
。
し

か
し
、
期
待
は
失
望
に
変
わ
っ

て
し
ま
っ
た
。去
る
３
月
２
日
、

正
教
会
の
教
会
暦
で
「
赦
し
の

主
日
」
で
あ
る
こ
の
日
に
、
キ

リ
ル
総
大
主
教
は

西
欧
文
化
の
影
響

で
ウ
ク
ラ
イ
ナ
が

道
徳
的
に
堕
落
し
た
と
指
摘
し

た
。
す
な
わ
ち
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ

が
千
年
間
も
保
っ
て
き
た
ロ
シ

ア
の
純
粋
性
を
離
れ
、
道
徳
的

に
堕
落
し
た
西
欧
に
加
担
し
よ

う
と
し
た
の
が
こ
の
戦
争
の
原

因
で
あ
り
、堕
落
を
懲
ら
し
め
、

立
て
直
す
た
め
の
戦
争
は
正
し

い
と
言
っ
て
、

こ
の
破
壊
的

な
戦
争
を
神

聖
な
戦
争
と

認
め
た
の
だ
。

　

愛
で
あ
る

神
の
名
で
他

人
を
憎
み
、
憐
れ
み
深
い
方
の

名
を
も
っ
て
残
酷
な
行
為
を
行

い
、
平
和
の
源
で
あ
る
神
の
名

を
も
っ
て
戦
争
を
起
こ
し
、
命

の
造
り
主
で
あ
る
神
の
名
を

も
っ
て
命
を
破
壊
す
る
現
実
を

正
当
化
す
る
と
は
、
世
界
中
の

ク
リ
ス
チ
ャ
ン
は
驚
き
お
の
の

い
た
。
パ
ス
カ
ル
は
「
人
間
は
、

宗
教
的
信
念
に
基
づ
い
て
い
る

時
程
、
も
っ
と
完
全
で
楽
し
く

悪
を
行
う
こ
と
は
な
い
」と
言
っ

た
。
堕
落
し
た
宗
教
が
平
和
の

敵
に
な
る
現
実
を
目
撃
し
た
。

　

で
も
、
い
つ
ど
こ
に
も
希
望

は
あ
る
も
の
。
心
が
温
ま
る

ニ
ュ
ー
ス
を
見
た
。
ポ
ー
ラ
ン

ド
は
数
百
万
人
の
避
難
民
を
受

け
入
れ
、
国
境
地
域
で
数
多
く

の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
食
糧
と
服

を
配
る
な
ど
、
人
道
的
な
支
援

を
惜
し
ま
な
か
っ
た
。
そ
の
中

に
印
象
深
い
場
面
が
あ
っ
た
。

数
十
名
が
車
を

一
か
所
に
停
め

て
お
き
、
手
に

地
名
が
書
か
れ

た
札
を
持
ち
上

げ
て
い
た
。
避

難
民
を
そ
こ
ま

で
連
れ
て
行
く
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

だ
っ
た
の
だ
。
そ
の
中
で
一
人

の
男
の
札
に
は
、
地
名
だ
け
で

な
く
車
と
家
、
人
と
数
字
の
６

が
書
い
て
あ
っ
た
。
そ
の
地
域

ま
で
車
に
乗
せ
て
連
れ
て
行
く

の
は
も
ち
ろ
ん
、
６
名
家
族
に

生
活
で
き
る
家
ま
で
提
供
す
る

と
い
う
意
味
だ
っ
た
。
こ
の

ポ
ー
ラ
ン
ド
の
善
き
サ
マ
リ
ア

人
か
ら
、
道
で
あ
り
真
理
で
あ

り
命
で
あ
る
イ
エ
ス
・
キ
リ
ス

ト
の
姿
が
伺
え
た
。

　

戦
争
、
テ
ロ
、
暴
力
が
ど
ん

な
に
ひ
ど
く
て
も
、
愛
の
灯
、

良
心
の
灯
火
が
消
え
ず
に
燃
え

続
け
て
い
る
限
り
、
ま
だ
ま
だ

希
望
は
あ
る
と
言
え
る
だ
ろ

う
。「
傷
つ
い
た
葦
を
折
ら
ず
、

く
す
ぶ
る
灯
心
の
火
を
消
さ

ず
、
忠
実
に
公
正
を
も
た
ら
す
」

（
イ
ザ
ヤ
42
：
３
）
神
様
が
平

和
の
た
め
に
働
く
す
べ
て
の
人

び
と
を
守
っ
て
く
だ
さ
る
よ
う

に
と
祈
る
。

　
「
国
々
が
剣
を
鋤
に
、
槍
を

鎌
に
打
ち
直
し
、
国
が
国
に

向
か
っ
て
剣
を
上
げ
ず
、
も

は
や
戦
い
を
学
ば
な
い
世
界

を
夢
見
た
」（
イ
ザ
ヤ
２
：
４
、

ヨ
エ
ル
４
：
10
、
ミ
カ
４
：

３
）
旧
約
時
代
の
預
言
者
た

ち
に
な
ら
い
、
ま
た
「
平
和

を
造
る
人
々
は
、
幸
い
で
あ

る
。
天
の
国
は
そ
の
人
た
ち

の
も
の
で
あ
る
」（
マ
タ
イ
５
：

９
、10
）
と
言
わ
れ
た
イ
エ
ス
・

キ
リ
ス
ト
の
呼
び
か
け
に
応

え
て
、
世
界
の
す
べ
て
の
キ

リ
ス
ト
者
が
和
解
と
平
和
の

働
き
人
と
な
る
よ
う
に
と
祈

る
の
で
あ
る
。

す
べ
て
の
戦
争
は
不
義 
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新
町
聖
マ
ル
コ
教
会　
　
　

  　

伊
勢 

共
栄

　

新
町
聖
マ
ル
コ
教
会
は
Ｊ
Ｒ
高
崎
線
新
町
駅

か
ら
歩
い
て
10
分
ほ
ど
の
閑
静
な
住
宅
地
に
あ

り
ま
す
。

　

新
町
聖
マ
ル
コ
教
会

の
歴
史
は
玉
村
（
現
在

の
佐
波
郡
玉
村
町
）
で

の
伝
道
に
端
を
発
し
て

い
ま
す
。
東
京
赤
坂
病

院
に
入
院
中
に
母
親
の

医
師
ホ
イ
ッ
ト
ニ
ー
氏

と
の
交
わ
り
の
中
で
キ
リ
ス
ト
教
に
触
れ
た
内
山

氏
は
、
玉
村
に
戻
っ
た
後
、
自
宅
を
改
築
し
会
堂

と
し
ま
し
た
。
１
８
９
７
（
明
治
30
）
年
頃
、ド
ー

マ
ン
司
祭
と
吉
村
大
次
郎
伝
道
師
が
こ
の
会
堂
に

講
義
所
を
開
き
、
こ
れ
が
後
の
玉
村
聖
マ
ル
コ
教

会
と
な
り
ま
し
た
。

　

１
９
０
９
（
明
治
42
）
年
、
エ
バ
ン
ス
管
理

司
祭
は
新
町
橋
場
町
１
３
２
番
地
に
講
義
所
を

開
き
、
新
町
聖
マ
ル
コ
教
会
の
宣
教
が
開
始
さ

れ
ま
し
た
。
１
９
１
１
（
明
治
44
）
年
、
新
町

字
並
町
２
８
４
９
番
地
の
土
地
と
家
屋
を
購
入

し
、
玉
村
礼
拝
堂
は
新
町
に
移
さ
れ
、
礼
拝
堂

と
牧
師
館
を
建
築
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

同
年
10
月
29
日
、
礼
拝
堂
は
マ
キ
ム
主
教
に

よ
っ
て
聖
別
さ
れ
、
新
町
聖
マ
ル
コ
教
会
と
名

付
け
ら
れ
ま
し
た
。

　

１
９
２
６
（
大
正
15
）
年
、
ベ
シ
ー
・
マ
キ

ム
女
史
を
園
長
に
新
町
聖
公
会
幼
稚
園
が
開
園

し
ま
し
た
。
１
９
７
３
（
昭
和
48
）
年
、
教
会

及
び
幼
稚
園
は
現
在
地
に
移
転
し
、
幼
稚
園
は

新
築
さ
れ
ま
し
た
が
、
宗
教
法
人
の
ま
ま
苦
し

い

運

営

を
続
け
、

２
０
０
６

（
平
成
18
）

年
に
閉
園

し
ま
し
た
。

１
９
８
０

（
昭
和
55
）

年
、
礼
拝

堂
新
築
が

な
さ
れ
、

同
年
９
月

21
日
に
斎

藤
茂
樹
主

教
に
よ
り
聖
別
さ
れ
ま
し
た
。

　

本
年
４
月
24
日
に
、
新
町
聖
マ
ル
コ
教
会
で

は
、
髙
橋
宏
幸
主
教
に
よ
る
今
年
度
最
初
の
主

教
巡
杖
及
び
堅
信
式
が
あ
り
ま
し
た
。
新
町
の

教
会
と
し
て
は
約
10
年
ぶ
り
に
行
わ
れ
た
堅
信

式
で
し
た
。
主
に
あ
る
新
し
い
家
族
を
迎
え
、

聖
堂
内
は
喜
び
に
包
ま
れ
ま
し
た
。

前
橋
聖
マ
ッ
テ
ア
教
会　
　
　
　

石
守　

晃

　

前
橋
聖
マ
ッ
テ
ア
教
会
は
群
馬
県
庁
や
前

橋
地
方
裁
判
所
に
程
近
い
、
旧
前
橋
城
の

一
角
に
あ
り

ま
す
。
当
教

会
の
歴
史
は

１
８
８
９
（
明

治
22
）
年
２
月

24
日
、
旧
制
前

橋
中
学
に
英
語

教
師
と
し
て
赴

任
し
た
米
国
人
、
Ｈ
・
Ｓ
・
ジ
ェ
フ
リ
ス
宣

教
師
が
裁
判
所
隣
接
の
民
家
の
二
階
で
宣
教

を
始
め
た
こ
と
に
始
ま
り
ま
す
。
同
年
12
月

22
日
に
は
受
洗
者
３
名
が
初
穂
と
し
て
与
え

ら
れ
、
爾
来
数
多
く
の
聖
職
、
信
徒
が
信
仰

生
活
を
共
に
し
つ
つ
、
１
３
０
年
を
超
え
る

月
日
を
歩
ん
で
参
り
ま
し
た
。

　

こ
の
間
、
米
国
聖
公
会
の
援
助
で
現

在
地
周
辺
の
土
地
を
取
得
し
建
設
し

た
旧
聖
堂
は
、
１
９
０
０
年
４
月
15
日

の
復
活
日
に
マ
キ
ム
北
東
京
地
方
部

（
北
関
東
教
区
他
）
初
代
監
督
（
主
教
）

に
よ
り
聖
別
さ
れ
ま
し
た
。
詩
人
山
村

暮
鳥
が
出
入
り
し
て
い
た
の
も
こ
の

頃
で
、
暮
鳥
夫
人
は
当
時
の
聖
職
の
一

人
、
土
田
三
秀
伝
道
師
の
ご
息
女
で

す
。
ま
た
１
９
４
５
（
昭
和
20
）
年
８
月
５
日

の
前
橋
空
襲
で
は
、
聖
堂
、
宣
教
師
館
、
築
５

年
の
幼
稚
園
舎
な
ど
が
灰
燼
に
帰
し
ま
し
た
が
、

聖
堂
の
建
て
直
し
は
１
９
５
２
年
、
内
外
の
寄

付
を
得
て
、
１
９
４
０
年
５
月
11
日
の
北
関
東

地
方
会
（
教
区
会
）
の
議
決
の
通
り
、「
マ
キ
ム

主
教
記
念
聖
堂
」
と
し
て
再
建
さ
れ
ま
し
た
。

　

一
方
、
１
９
４
８
年
１
月
26
日
の
同
記
念
聖

堂
設
立
委
員
会
で
、
前
橋
に
北
関
東
教
区
大
聖

堂
を
置
く
こ
と
が
決
め
ら
れ
ま
す
。
管
区
11
の

主
教
座
聖
堂
の
中
で
最
も
小
さ
い
聖
堂
で
す
が
、

第
４
代
大
久
保
主
教
か
ら
第
９
代
廣
田
主
教
ま

で
の
北
関
東
教
区
主
教
と
現
在
の
管
理
主
教
髙

橋
主
教
ま
で
７
代
に
亘
る
主
教
座
聖
堂
と
し
て

時
を
刻
ん
で
い
ま
す
。
昨
年
４
月
に
福
田
弘
二

司
祭
が
赴
任
し
、
12
月
５
日
に
は
新
築
な
っ
た

信
徒
会
館
と
牧
師
館
が
髙
橋
主
教
よ
り
祝
別
さ

れ
、
新
た
な
歩
み
を
踏
み
出
し
て
い
ま
す
。

日
光
真
光
教
会　

    　
　
　
　
　

久
保
田 

智

　

日
光
真
光
教
会
の
現
聖
堂
は
、
１
９
１
６
年

８
月
６
日
に

聖
別
さ
れ
、

北
関
東
教
区

内
に
現
存

す
る
最
も
古

い
礼
拝
堂
で

す
。
設
計
者

は
、
立
教
大

学
の
前
身
で

あ
る
立
教
学

　
シ
リ
ー
ズ 

北
関
東
の
教
会　

②

　
ど
う
ぞ
、
お
い
で
く
だ
さ
い

　

第３代蒔田主教按手式記念写真
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校
の
第
３
代
の
校
長

と
し
て
、
米
国
聖
公

会
か
ら
派
遣
さ
れ
た

ジ
ェ
ー
ム
ズ
・
M
・

ガ
ー
デ
ィ
ナ
ー
で
、

日
本
各
地
の
教
会
堂

や
学
校
施
設
、
大
使

館
な
ど
の
設
計
を
手

が
け
た
建
築
家
で
も

あ
り
ま
す
。

　

建
築
様
式
は
重
厚
な
印
象
の
ゴ
シ
ッ
ク
式
建

築
で
、
彼
の
晩
年
の
代
表
作
で
す
。
外
壁
は

近
く
を
流
れ
る
大
谷
川(

だ
い
や
が
わ)

な
ど

よ
り
採
取
さ
れ
た
安
山
岩
の
乱
石
積
み
、
内
壁

は
板
橋
石
の
平
張
り
、
屋
根
を
支
え
る
梁
は
シ

ザ
ー
ス
ト
ラ
ス
ト
が
採
用
さ
れ
て
い
ま
す
。
簡

素
で
落
ち
着
き
の
あ
る
中
に
、
聖
壇
上
部
の
ラ

フ
ァ
エ
ロ
・
サ
ン
ツ
ィ
オ
に
よ
る
絵
画
作
品
「
キ

リ
ス
ト
の
変
容
」
を
モ
チ
ー
フ
と
し
た
ス
テ
ン

ド
グ
ラ
ス
が
目
を
引
き
ま
す
。
ま
た
聖
堂
西
側

の
四
人
の
福
音
記
者
と
キ
リ
ス
ト
教
諸
聖
人
の

シ
ン
ボ
ル
の
ス
テ
ン
ド
グ
ラ
ス
も
見
応
え
が
あ

り
ま
す
。
現
在
こ
の
礼
拝
堂
は
栃
木
県
の
指
定

有
形
文
化
財
に
定
め
ら
れ
、
ま
た
、
有
名
な
日

光
東
照
宮
な
ど
の
あ
る
世
界
遺
産
地
域
に
隣
接

し
、
大
通
り
沿
い

に
位
置
し
て
い
る

た
め
、
多
く
の
観

光
客
や
建
築
家
た

ち
が
見
学
に
訪
れ

ま
す
。

　

ガ
ー
デ
ィ
ナ
ー
は
近
く
に
自
分
の
別
荘
を

建
て
る
ほ
ど
の
日
光
大
好
き
人
間
で
あ
っ
て
、

遺
言
に
よ
り
礼
拝
堂
内
の
聖
書
朗
読
台
前
の

床
下
に
愛
妻
フ
ロ
ー
レ
ン
ス
と
並
ん
で
眠
っ

て
い
ま
す
。

　

こ
の
礼
拝
堂
は
高
い
天
井
と
石
壁
の
内
壁
が

相
俟
っ
て
音
響
効
果
が
極
め
て
大
き
い
と
さ
れ
、

毎
夏
行
わ
れ
る
東
京
藝
大
バ
ッ
ハ
カ
ン
タ
ー
タ

ク
ラ
ブ
に
よ
る
特
別
演
奏
会
は
、
関
東
一
円
に

多
く
の
フ
ァ
ン
を
持
っ
て
い
ま
す
。

　

ご
来
訪
の
折
は
、
管
理
人
に
一
声
お
掛
け
い

た
だ
け
れ
ば
、
さ
ら
な
る
魅
力
を
お
伝
え
で
き

る
で
し
ょ
う
。

宇
都
宮
聖
ヨ
ハ
ネ
教
会　

司
祭 

金
山 

昭
夫

　

宇
都
宮
聖
ヨ
ハ
ネ
教
会
は
１
８
９
１
年
、

Ｔ
・
Ｓ
・
チ
ン
グ
司
祭
に
よ
っ
て
宣
教
が
開
始

さ
れ
、
１
９
１
１
年
「
宇
都
宮
聖
ヨ
ハ
ネ
教

会
」
と
し
て
認
可
さ
れ
た
。
現
在
の
礼
拝
堂
は
、

１
９
３
３
年
聖
別
さ

れ
た
も
の
で
設
計
者
は

ガ
ー
デ
ィ
ナ
ー
建
築
事

務
所
の
神
林
敬
吉
で
あ

る
。
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー

ト
造
り
に
地
域
の
特
産

の
大
谷
石
を
外
壁
に

張
っ
た
ゴ
シ
ッ
ク
様
式

の
礼
拝
堂
で
、
内
部
の

架
溝
は
シ
ザ
ー
ト
ラ
ス

と
な
っ
て
お
り
、
全
体

に
簡
素
で
あ
る
が
、
梁

組
み
が
リ
ズ
ミ
カ

ル
な
空
間
を
創
出

し
、
礼
拝
堂
の
北

東
部
の
鐘
楼
が
ア

ク
セ
ン
ト
と
な
っ

て
い
る
。
幸
い
に

も
戦
災
を
免
れ
た

た
め
、
内
外
部
の

扉
や
窓
部
な
ど
の

調
度
品
や
礼
拝
堂
よ
り
古
い
と
さ
れ
る
米
国
S

Ｔ
社
の
オ
ル
ガ
ン
を
含
め
、
す
べ
て
が
当
時
の

ま
ま
の
姿
で
現
在
へ
伝
え
ら
れ
て
お
り
、
国
や

市
の
登
録
有
形
文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
い
る
。

　

ま
た
、
地
域
の
方
々
に
も
開
か
れ
た
聖
歌
隊

ア
イ
ノ
ス
が
活
動
し
て
お
り
、
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー

コ
ン
サ
ー
ト
等
が
定
期
的
に
催
さ
れ
る
こ
と
も

あ
り
、
多
く
の
観
光
客
や
地
域
の
方
々
が
訪
れ

て
い
る
。（
現
在
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策

の
た
め
休
止
中
）

　

付
帯
事
業
と
し
て
１
９
１
１
年

創
立
の
認
定
こ
ど
も
園
愛
隣
幼
稚

園
（
大
谷
石
積
の
園
舎
外
観
は
当
時

の
ま
ま
）
を
併
設
し
て
お
り
、
キ
リ

ス
ト
教
精
神
に
基
づ
く
幼
児
教
育
を

行
っ
て
い
る
。

　

現
在
の
牧
師
は
、
マ
タ
イ
金
山
昭

夫
司
祭
で
、
聖
職
候
補
生
か
ら
司
祭

按
手
ま
で
を
過
ご
し
た
当
教
会
に

３
年
前
に
15
年
ぶ
り
に
赴
任
し
た
。

Google M
ap

の
口
コ
ミ
に
よ
れ
ば

「
と
っ
て
も
優
し
い
司
祭
さ
ん
が
い

ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
」
と
の
こ
と
な
の
で
、
コ
ロ
ナ

が
収
ま
っ
た
暁
に
は
、
ご
検
証
の
た
め
に
も
ぜ
ひ

お
尋
ね
い
だ
た
き
た
い
（
笑
）。

高
崎
聖
オ
ー
ガ
ス
チ
ン
教
会　

    

清
水 

透

　

東
京
よ
り
１
０
０
キ
ロ
北
西
、
群
馬
県
高
崎

市
に
高
崎
聖
オ
ー
ガ
ス
チ
ン
教
会
は
在
り
ま
す
。

　

高
崎
市
は
、
古
く
か
ら
交
通
の
要
衝
で
、
江

戸
時
代
の
中
山
道
の
分
岐
点
で
し
た
。

　

西
は
、
軽
井
沢
、
長
野
県
を
抜
け
て
京
都
へ
、

北
は
、
沼
田
に
行
き
街
道
が
分
か
れ
、
新
潟
県

や
日
光
へ
、

東
は
、
足
利

を
経
て
、
宇

都
宮
か
ら
東

北
地
方
へ
と

街
道
が
つ
な

が
っ
て
い
ま

す
。

　

そ
の
た
め
、

明
治
期
は
陸

軍
15
連
隊
が
高
崎
城
の
跡
地
に
置
か
れ
、
連
隊

記
念
碑
や
城
の
石
垣
、
お
堀
が
残
さ
れ
、
城
下

町
の
面
影
が
残
っ
て
い
ま
す
。

　

高
崎
聖
オ
ー
ガ
ス
チ
ン
教
会
に
訪
れ
た
際
に

は
、
観
光
も
お
楽
し
み
で
き
ま
す
。

　

高
崎
聖
オ
ー
ガ
ス
チ
ン
教
会
は
、
１
８
９
２

（
明
治
25
）
年
、
吉
村
大
次
郎
伝
道
師
の
宣
教
活

動
か
ら
、
歴
史
が
始
ま
り
ま
し
た
。

　

現
在
の
地
、「
高
崎
市
山
田
町
８
」
に
落
ち
着

い
た
の
は
、
１
９
１
４
（
大
正
３
）
年
の
こ
と
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［
司
祭
の
こ
の
一
冊
］

「T
H
E
 
R
E
L
I
G
I
O
N
 
O
F
 
T
H
E
 

A
P
O
S
T
L
E
S

」

ス
テ
フ
ァ
ン
・
デ
・
ヤ
ン
グ
著

司
祭　

プ
ラ
ン
ト
・
ト
ー
マ
ス

　
英
国
国
教
会
は
、
し
ば
し
ば
教
義
が

あ
い
ま
い
だ
と
非
難
さ
れ
ま
す
が
、
そ

れ
は
不
当
で
す
。
宗
教
改
革
以
来
、
英

国
国
教
会
の
教
え
は
、
聖
書
と
祈
祷
書

と
い
う
２
冊
の
本
に
よ
っ
て
定
義
さ
れ

て
い
ま
す
。
ル
ー
テ
ル
派
や
カ
ル
ヴ
ァ

ン
派
の
教
会
に
は
、
創
立
者
の
名
前
が

つ
け
ら
れ
て
い
ま
す
が
、私
た
ち
は「
ク

ラ
ン
マ
ー
派
」
と

呼
ば
れ
て
い
な
い

の
で
、
そ
れ
ら
の

教
会
と
は
異
な
り
、

英
国
国
教
会
は
、

一
人
の
創
立
者
が

作
っ
た
信
仰
告
白
に
基
づ
い
て
は
い
ま

せ
ん
。
聖
公
会
に
よ
れ
ば
、
聖
書
と
祈

祷
書
の
解
釈
は
、
説
教
集
や
聖
歌
集
に

示
さ
れ
て
い
ま
す
。
す
な
わ
ち
、
私
た

ち
の
信
仰
は
聖
書
に
基
づ
い
て
い
る
の

で
す
が
教
本
よ
り
も
典
礼
に
よ
っ
て
解

釈
さ
れ
、
教
え
ら
れ
て
い
る
の
で
す
。

結
局
、
聖
公
会
は
、
教
会
が
元
か
ら
聖

書
と
典
礼
の
両
方
に
基
づ
い
て
い
る
と

い
う
主
張
の
上
に
成
り
立
っ
て
い
る
の

で
す
。

　

残
念
な
が
ら
、
こ
の
主
張
は
16
世
紀

か
ら
の
西
方
教
会
の
カ
ト
リ
ッ
ク
と
プ

ロ
テ
ス
タ
ン
ト
の
論
争
に
よ
っ
て
影
を

潜
め
て
し
ま
い
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な

論
争
の
場
合
、
東
方
教
会
の
伝
統
に
目

を
向
け
る
こ
と
は
有
益
で
あ
り
、
現
在

の
国
際
状
況
が
正
教
会
の
神
学
を
顧
み

る
き
っ
か
け
と
な
っ
て
い
る
こ
と
は
間

違
い
あ
り
ま
せ
ん
。
デ
・
ヤ
ン
グ
神
父

の
新
刊
は
、
正
教
会
の
弁
証
論
と
し
て

書
か
れ
た
も
の
で
す
が
、
西
洋
の
キ
リ

ス
ト
教
徒
に
と
っ
て
も
価
値
の
あ
る
本

で
す
。
教
会
の
典
礼
生
活
は
、
も
と
も

と
単
純
で
「
聖
書
的
」
な
信
仰
か
ら
後

半
に
発
展
し
た
と
い
う
現
代
の
考
え
方

に
反
し
、
デ
・
ヤ
ン

グ
の
主
張
は
、
初
期

の
キ
リ
ス
ト
教
徒
は

元
か
ら
、
エ
ル
サ
レ

ム
第
二
神
殿
の
ユ
ダ

ヤ
教
の
儀
式
と
典
礼

の
業
を
連
続
し
、
礼
拝
を
行
っ
た
と
す

る
も
の
で
す
。
正
し
け
れ
ば
、
現
在
の

聖
公
会
が
行
な
っ
て
い
る
伝
統
的
で
美

的
な
礼
拝
は
、
キ
リ
ス
ト
教
の
元
か
ら

あ
っ
た
優
先
事
項
で
し
た
。

　

こ
の
本
は
、
聖
公
会
の
信
徒
が
反

対
す
る
よ
う
な
こ
と
は
少
な
い
と
思

い
ま
す
が
、
正
教
会
の
神
学
を
聖
公

会
的
に
概
観
す
る
に
は
、
前
大
主
教

ロ
ー
ワ
ン
・
ウ
ィ
リ
ア
ム
ズ
の
最
近

の
エ
ッ
セ
イ
集
「Looking East in 

W
inter

」
が
（
困
難
で
は
あ
っ
て
も
）

読
み
応
え
の
あ
る
も
の
で
す
。

で
す
。

　

長
屋
風
建
物
を
建
築
し
、「
講
義

所
」「
幼
年
水
曜
学
校
」
を
開
設
し
、

そ
の
後
、
１
９
２
６
（
大
正
15
）
年

に
は
、
教
会
付
属
「
聖
光
幼
稚
園
」

の
設
立
に
つ
な
が
り
ま
す
。（
現
在

は
、
閉
園
）

　

現
在
の
聖
堂
は
、
１
９
２
９
（
昭

和
４
）
年
、「
市
内
初
の
鉄
筋
コ
ン

ク
リ
ー
ト
」
の
建
物
と
し
て
建
て
ら

れ
、
同
年
12
月
21
日
に
ジ
ョ
ン
・
マ

キ
ム
主
教
に
よ
っ
て
、
聖
別
式
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
聖
堂
は
、
２
０
０
８
（
平

成
20
）
年
に
国
の
有
形
文
化
財
に
登
録

さ
れ
ま
し
た
。
閉
園
後
の
幼
稚
園
建
物

は
、
フ
リ
ー
ス
ク
ー
ル
や
障
が
い
者
の

ア
ー
ト
活
動
等
、
地
域
活
動
の
拠
点
と

し
て
、
活
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

２
０
１
９
（
令
和
１
）
年
に
は
、

北
関
東
教
区
の
信
徒
の
皆
様
に

ご
尽
力
い
た
だ
き
、
新
た
に
聖

堂
修
復
（
祈
り
の
家
）、
会
館
改

修
（
集
い
の
場
）
が
整
え
ら
れ
、

宣
教
の
拠
点
と
な
っ
て
い
ま
す
。

栃
木
聖
ア
ル
バ
ン
教
会

 
 
 

工
藤 

正
己

１ 

環
境 　

　

１
９
９
０
年
に
竣
工
・
聖
別

さ
れ
た
現
在
の
礼
拝
堂
は
、
小

江
戸
と
も
小
京
都
と
も
呼
ば
れ
る

「
と
ち
ぎ
蔵
の
街
」
の
中
心
に
位
置

す
る
観
光
地
に
あ
り
当
教
会
に
隣
接

す
る
旧
栃
木
市
役
所
別
館
や
県
庁

堀
、
巴
波
川
（
う
ず
ま
が
わ
）
の
美

し
い
風
景
と
相
ま
っ
て
１
９
９
４
年

に
第
１
回
ふ
る
さ
と
景
観
賞
を
受
賞

し
た
。
又
、
旧
栃
木
市
役
所
別
館
は

２
０
２
２
年
４
月
に
栃
木
市
立
文
学

館
と
し
て
改
装
さ
れ
山
本
有
三
、
吉

屋
信
子
、
柴
田
ト
ヨ
の
文
学
者
な
ど

栃
木
市
ゆ
か
り
の
文
学
、
歴
史
、
美

術
な
ど
を
紹
介
す
る
施
設
と
し
て

オ
ー
プ
ン
し
た
ば
か
り
で
あ
る
。
私

た
ち
は
こ
の
よ
う
に
歴
史
の
あ
る
風

光
明
媚
な
場
所
で
礼
拝
の
恵
み
に
あ

ず
か
っ
て
い
る
。 

 

２ 

沿
革  

　

　

栃
木
宣
教
の
起
源
は
１
９
１
４
年

（
大
正
３
年
）
に
足
利
在
住
の
額
賀

大
吉
伝
道
師
が

ア
ン
デ
ル
ス
司

祭
や
カ
ー
ル
セ

ン
女
執
事
と
と

も
に
羽
村
就
久

氏
の
家
で
家
庭

集
会
を
始
め
た

時
に
さ
か
の
ぼ

る
。
１
９
３
１

年
に
大
久
保
直

彦
伝
道
師
（
当

時
）
が
赴

任
さ
れ
た
。

１
９
４
１
年

に
は
北
関
東

教
区
主
教
と

し
て
按
手
さ

れ
た
蒔
田
誠

主
教
が
当
地

に
あ
る
北
関

東
教
区
主
教
館
に
在
任
し
大
久
保
直

彦
司
祭
（
当
時
）
が
主
教
秘
書
及
び

栃
木
伝
道
区
の
各
教
会
を
司
牧
さ
れ

た
。
１
９
４
７
年
４
月
に
蒔
田
誠
主

教
が
東
京
教
区
主
教
に
就
任
、
同
年

10
月
に
北
関
東
教
区
主
教
に
大
久
保

直
彦
司
祭
が
按
手
さ
れ
１
９
３
１
年

以
来
１
９
７
６
年
の
定
年
退
職
ま
で

当
教
会
に
在
住
さ
れ
た
。

３ 

現
状  

　

　

当
教
会
は
平
岡
司
祭
が
２
０
２
０

年
６
月
か
ら
司
牧
さ
れ
て
い
る
。
当

教
会
は
近
年
高
齢
化
が
著
し
く
そ
れ

に
伴
い
礼
拝
出
席
者
も
現
在
堅
信
受

領
者
ベ
ー
ス
で
は
２
０
１
１
年
度
は

21
名
で
10
年
後
の
２
０
２
１
年
度
は

８
名
と
激
減
し
て
い
る
。
以
上
の
事

実
を
直
視
し
つ
つ
歴
史
の
あ
る
当
教

会
を
維
持
し
て
い
く
た
め
に
も
今

後
、
自
分
に
で
き
る
こ
と
を
精
一
杯

遂
行
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え

て
い
る
。
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東京教区時報

北
海
道
教
区
主
教
按
手
式
に
参
列
し
て

田
中 

ま
き

　

４
月
23
日
（
土
）、
北
海
道
教
区

主
教
座
聖
堂
に
て
笹
森
田
鶴
主
教
の

主
教
按
手
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

私
は
、
配
信
の
字
幕
担
当
で
北
海
道

へ
参
り
ま
し
た
。
新
千
歳
空
港
か
ら
電

車
で
札
幌
駅
に
行
く
ま
で
の
の
ん
び

り
、
の
ど
か
な
風
景

を
見
て
、「
こ
れ
か
ら

小
さ
な
笹
森
主
教
が

こ
ん
な
に
大
き
な
北

の
大
地
で
、
心
細
や

か
に
お
仕
事
を
さ
れ

る
の
だ
な
ぁ
」
と
思

う
と
、
感
慨
深
い
も

の
が
あ
り
ま
し
た
。

　

按
手
式
の
日
は
爽
や
か
に
晴
れ
た

日
で
し
た
。
式
に
は
約
１
４
０
名
の

参
列
が
あ
り
、
ま
た
オ
ン
ラ
イ
ン
配

信
さ
れ
、
国
内
外
約
４
０
０
名
も
の

方
々
が
参
加
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
数

に
驚
き
、
感
動
い
た
し
ま
し
た
。
北

海
道
教
区
の
皆
さ
ま
が
待
ち
に
待
っ

た
主
教
按
手
式
。
私
が
何
よ
り
も
嬉

し
く
感
じ
た
の
は
、
参
列
さ
れ
た
皆

さ
ま
の
笑
顔
と
、
喜
び
に
溢
れ
て
い

た
こ
と
で
し
た
。

　

笹
森
新
主
教
は
、
少
し
緊
張
さ
れ

た
様
子
で
ご
挨
拶
を
さ
れ
ま
し
た
。

一
言
一
言
、
ご
自
分
に
言
い
聞
か
せ

る
よ
う
に
、
皆
に
届
く
よ
う
に
お
話

を
さ
れ
て
い
る
姿
を
見
て
心
打
た
れ

ま
し
た
。「
北
海
道
教
区
の
皆
さ
ま

に
信
頼
し
、
わ
た
く
し
を
お
捧
げ
す

る
た
め
、
皆
さ
ま
と
新
し
い
神
の
家

族
に
な
っ
て
い
く
た
め
に
参
り
ま
し

た
。」
と
仰
し
ゃ
ら
れ
た
時
に
は
、
以

前
「
東
京
に
は
何
も
残
し
て
い
く
も

の
は
な
い
の
よ
」
と
お
話
を
さ
れ
た

こ
と
が
ふ
と
思
い
出
さ
れ
、
少
し
寂

し
さ
を
感
じ
ま
し
た
。
そ
し
て
「
第

一
段
階
は
隣
接
の
東
北
教
区
の
皆
さ

ま
と
、
第
二
段
階
で
は
北
関
東
教
区
・

東
京
教
区
の
皆
さ
ま
と
東
日
本
宣
教

協
働
区
の
教
区
再
編
・
宣
教
協
働
に

取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
」
と
は
っ

き
り
と
ご
自
分
の
任
務
に
つ
い
て
お

話
さ
れ
、
笹
森
主
教
の
決
意
の
固
さ

を
改
め
て
感
じ
ま
し
た
。

　

東
京
教
区
で
毎
日
笑
顔
で
楽
し
そ

う
に
お
働
き
に
な
っ
て
い
た
笹
森
先

生
。
遠
く
に
行
か
れ
主
教
様
に
な
ら

れ
て
も
、
心
の
中
で
は
い
つ
も
「
田

鶴
先
生
、健
康
に
注
意
し
て
が
ん
ば
っ

て
！
」
と
い
う
気
持
ち
で
い
っ
ぱ
い

で
す
。
笹
森
主
教
の
こ
れ
か
ら
の
お

働
き
の
上
に
神
さ
ま
の
豊
か
な
お
恵

み
と
お
導
き
が
あ
る
よ
う
に
お
祈
り

い
た
し
ま
す
。

主
よ
、
今
こ
そ
み
言
葉
の
と
お
り

司
祭 

上
田 

亜
樹
子

　「
男
性
で
あ
る
こ
と
」
が
司
祭
按

手
の
必
須
条
件
で
あ
っ
た
法
規
第
20

条
の
文
言
が
、
１
９
９
８
年
に
変
更

さ
れ
て
か
ら
も
う
す
ぐ
25
年
。
被
選

挙
権
が
「
男
性
」
に
限
ら
れ
る
こ
と

の
な
く
な
っ
た
当
然
の
結
果
と
し
て
、

今
年
４
月
23
日
に
、
笹
森
田
鶴
師
が

主
教
に
按
手
さ
れ
、
北
海
道
教
区
主

教
と
し
て
着
座
さ
れ
ま
し
た
。
日
本

聖
公
会
の
み
な
ら
ず
、
東
ア
ジ
ア
地

域
で
の
初
の「
女
性
」主
教
誕
生
は「
新

時
代
の
幕
開
け
だ
」
と
い
う
喜
び
の

声
も
聞
き
ま
す
が
、「
新
時
代
」
が
今

年
か
ら
急
に
始
ま
っ
た
の
で
は
な
く
、

蹴
ら
れ
て
も
潰
さ
れ
て
も
「
わ
き
ま

え
な
か
っ
た
」
人
々
の
忍
耐
、
そ
の

存
在
さ
え
否
定
さ
れ
て
も
、
人
を
恐

れ
な
い
で
神
さ
ま
を
畏
れ
、
信
仰
を

揺
る
が
す
こ
と
の
な
か
っ
た
人
々
の

祈
り
が
支
え
た
必
然
な
の
だ
と
思
い

ま
す
。
言
い
方
を
替
え
れ
ば
、
神
さ

ま
が
油
注
が
れ
た
者
が
、
真
っ
当
に

按
手
さ
れ
た
こ
と
、
そ
れ
が
と
り
あ

え
ず
素
晴
ら
し
い
の
だ
と
思
い
ま
す
。

　

そ
の
一
方
で
、
課
題
が
な
い
わ
け

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
聖
餐
式
で
司
式

す
る
「
司
祭
」
を
「
女
が
や
っ
て
る
」

と
い
う
視
点
で
し
か
捉
え
ら
れ
な
い

人
々
、
そ
も
そ
も
「
男
性
」
以
外
の

司
祭
按
手
に
難
色
を
示
す
教
区
、
主

教
按
手
の
証
に
名
前
を
連
ね
な
か
っ

た
現
職
主
教
、
笹
森
師
が
主
教
按
手

を
受
け
た
こ
と
で
「
女
性
問
題
」
は

解
決
し
た
と
考
え
る
人
々
。
こ
れ
ら

の
課
題
を
無
視
せ
ず
に
、
主
教
職
を

全
う
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
笹
森
師

の
前
途
は
本
当
に
多
難
で
す
。

　

そ
れ
で
も
武
藤
謙
一
首
座
主
教
は
、

礼
拝
の
中
の
ご
挨
拶
で「（
笹
森
師
が
）

抱
え
る
こ
と
に
な
る
か
も
し
れ
な
い

悩
み
や
葛
藤
は
、
笹
森
師
ひ
と
り
に

負
わ
せ
る
の
で
は
な
く
、
主
教
会
全

体
の
問
題
と
し
て
一
緒
に
負
っ
て
い

き
た
い
」
と
語
り
ま
し
た
。
日
本
聖

公
会
と
い
う
組
織
と
し
て
、
ま
た
わ

た
し
た
ち
ひ
と
り
ひ
と
り
の
意
識
に

お
い
て
も
、
引
き
続
き
担
っ
て
い
く

べ
き
課
題
は
山
積
み
で
す
。
さ
ま
ざ

ま
な
困
難
が
待
っ
て
い
る
こ
と
は
事

実
で
す
が
、
神
さ
ま
が
始
め
ら
れ
た

業
を
、
そ
の
み
恵
み
と
み
力
に
信
頼

時
）
が
赴

任
さ
れ
た
。

１
９
４
１
年

に
は
北
関
東

教
区
主
教
と

し
て
按
手
さ

れ
た
蒔
田
誠

主
教
が
当
地

に
あ
る
北
関

東
教
区
主
教
館
に
在
任
し
大
久
保
直

彦
司
祭
（
当
時
）
が
主
教
秘
書
及
び

栃
木
伝
道
区
の
各
教
会
を
司
牧
さ
れ

た
。
１
９
４
７
年
４
月
に
蒔
田
誠
主

教
が
東
京
教
区
主
教
に
就
任
、
同
年

10
月
に
北
関
東
教
区
主
教
に
大
久
保

直
彦
司
祭
が
按
手
さ
れ
１
９
３
１
年

以
来
１
９
７
６
年
の
定
年
退
職
ま
で

当
教
会
に
在
住
さ
れ
た
。

３ 

現
状  

　

　

当
教
会
は
平
岡
司
祭
が
２
０
２
０

年
６
月
か
ら
司
牧
さ
れ
て
い
る
。
当

教
会
は
近
年
高
齢
化
が
著
し
く
そ
れ

に
伴
い
礼
拝
出
席
者
も
現
在
堅
信
受

領
者
ベ
ー
ス
で
は
２
０
１
１
年
度
は

21
名
で
10
年
後
の
２
０
２
１
年
度
は

８
名
と
激
減
し
て
い
る
。
以
上
の
事

実
を
直
視
し
つ
つ
歴
史
の
あ
る
当
教

会
を
維
持
し
て
い
く
た
め
に
も
今

後
、
自
分
に
で
き
る
こ
と
を
精
一
杯

遂
行
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え

て
い
る
。

ハ
レ
ル
ヤ

新
し
い
歌
を
主
に
向
か
っ
て
歌
え

　

笹

森

新

主

教

誕

生　
　
　

し
、
苦
し
み
な
が
ら
悩
み
な
が
ら
担

い
続
け
る
こ
と
で
、
遠
く
北
海
道
に

生
き
る
笹
森
師
と
連
帯
で
き
る
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
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笹
森
田
鶴
先
生　

主
教
聖
別
、
着
座

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

「
女
性
」
が
教
会
を
考
え
る
会
・
東
京

　

小
林 

幸
子

　

４
月
23
日
の
北
海
道
教
区
の
主

教
聖
別
・
着
座
式
の
時
、YouTube

の
配
信
を
見
な
が
ら
、「
同
意
し
ま

す
」「
支
持
し
ま
す
」
と
叫
ん
で
い

ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
の
い
ろ
い
ろ
な

事
が
思
い
出
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
「
女
性
」
が
教
会
を
考
え
る
会
は
、

１
９
８
８
年

に
発
足
。
考

え
る
会
が
目

指
し
て
き
た

ビ
ジ
ョ
ン

は
、「
新
し
い

パ
ー
ト
ナ
ー

シ
ッ
プ
を
通

し
て
教
会
に

豊
か
な
い
の
ち
と
働
き
を
」
で
し

た
。
教
会
の
す
べ
て
の
働
き
に
男

女
の
別
な
く
、
神
の
召
命
に
応
じ

る
道
が
開
か
れ
る
こ
と
の
た
め
に

活
動
し
て
き
ま
し
た
。
１
９
９
８

年
の
日
本
聖
公
会
総
会
で
法
規
改

正
が
実
現
し
、
１
９
９
９
年
１
月

６
日
に
笹
森
田
鶴
先
生
と
山
野
繁

子
先
生
が
東
京
教
区
で
司
祭
按
手

を
受
け
ら
れ
ま
し
た
。
そ
し
て

２
０
２
２
年
日
本
聖
公
会
で
初
め

て
の
「
女
性
」
の
主
教
が
誕
生
し
ま

し
た
。

　
「
何
と
い
う
恵
み
、
何
と
い
う
喜

び
」
で
し
ょ
う
。
按
手
し
た
主
教
た

ち
、
立
ち
会
っ
た
聖
職
・
信
徒
だ
け

で
な
く
、
多
く
の
先
達
に
よ
っ
て
、

そ
し
て
後
か
ら
続
く
人
た
ち
に
よ
っ

て
、
共
有
さ
れ
る
歴
史
的
出
来
事
な

の
で
す
。

　

こ
れ
ま
で
教
会
の
意
思
決
定
機
関

へ
平
等
に
「
女
性
」
が
参
画
す
る

こ
と
が
求

め
ら
れ
て

き
ま
し
た
。

主
教
会
の

メ
ン
バ
ー

に
な
る
こ

と
は
、
そ

の
一
歩
で

す
。
ま
だ

ジ
ェ
ン
ダ
ー
差
別
と
闘
う
状
況
が
あ

り
ま
す
が
「
誰
も
が
神
の
前
で
は
等

し
く
さ
れ
て
い
る
」
こ
と
の
証
で
あ

る
と
思
い
ま
す
。

笹
森
主
教
の
誕
生
は
、
聖
職
と
し
て

働
こ
う
と
す
る
す
べ
て
の
「
女
性
」

た
ち
へ
の
大
き
な
希
望
で
あ
り
励
ま

し
で
す
。
先
生
を
主
教
と
し
て
召
さ

れ
た
神
さ
ま
に
感
謝
し
、
強
め
支
え

て
下
さ
い
ま
す
よ
う
祈
り
ま
す
。

（
写
真
提
供 

北
海
道
教
区
他
）

私
た
ち
の
国
籍
は
天
に
あ
り
ま
す

東
北
教
区
主
教
座
聖
堂 

仙
台
基
督
教
会

牧
師 

司
祭 

ヨ
ハ
ネ 

八 

木 

正 

言

　

聖
愛
教
会
、
三
光
教
会
、
池
袋
聖

公
会
、
そ
し
て
立
教
大
学

（
立
教
学
院
諸
聖
徒
礼
拝

堂
）
と
、
東
京
教
区
で
お

世
話
に
な
っ
た
月
日
の
う
ち
、
半
分

以
上
の
時
間
を
立
教
大
学
チ
ャ
プ
レ

ン
と
し
て
過
ご
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
で
は
な
い
学

生
た
ち
、大
学
教
職
員
と
の
出
会
い
、

そ
し
て
協
働
の
時
間
は
、
多
く
の
こ

と
を
学
ん
だ
私
の
聖
職
と
し
て
の
財

産
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

２
０
１
４
年
、東
北
教
区
に
出
向
、

福
島
聖
ス
テ
パ
ノ
教
会
、
若
松
諸
聖

徒
教
会
、
郡
山
聖
ペ
テ
ロ
聖
パ
ウ
ロ

教
会
、
小
名
浜
聖
テ
モ
テ
教
会
の
牧

師
・
管
理
牧
師
を
経
、
２
０
２
０
年

10
月
か
ら
主
教
座
聖
堂
仙
台
基
督
教

会
牧
師
、
磯
山
聖
ヨ
ハ
ネ
教
会
管
理

牧
師
と
し
て
奉
職
し
つ
つ
、
11
教
区

の
中
で
も
比
較
的
多
い
、
16
の
幼
保

園
を
擁
す
る
東
北
教
区
に
あ
っ
て
、

幼
稚
園
チ
ャ
プ
レ
ン
、
聖
公
会
東
北

教
区
保
育
連
盟
の
仕
事
に
も
携
わ
ら

せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
や
は
り

こ
こ
で
も
、
子
ど
も
た
ち
、
園
の
先

生
た
ち
と
の
協
働
か
ら
多
く
の
こ
と

を
学
ん
で
い
ま
す
。

　

大
学
チ
ャ
プ
レ
ン
時
代
も
そ
う
で

し
た
が
、で
き
る
だ
け
教
会
（
業
界
）

用
語
を
用
い
ず
に
、
し
か
も
今
は
言

葉
そ
の
も
の
が
難
解
で
あ
る
子
ど
も

た
ち
に
向
き
合
い
、
ど
う
や
っ
て

神
さ
ま
の
存
在
を
感
じ
、
好
き
に

な
っ
て
も
ら
う
の
か
…
「
奮
闘
」

の
日
々
で
す
。

　

信
徒
数
も
聖
職
数
も
、
残
念
な
が

ら
右
肩
下
が
り
の
現
状
に
あ
っ
て
、

東
北
教
区
内
幼
保
園
の
全
園
児
数
は
、

２
０
１
４
年
以
降
微
増
、
も
し
く
は

現
状
を
維
持
、
９
０
０
人
前
後
で
推

移
し
て
い
ま
す
。
転
勤
な
ど
の
際
に

「
引
越
先
で
も
聖
公
会
の
幼
稚
園
に
通

わ
せ
た
い
」
と
い
う
嬉
し
く
も
有
り

難
い
保
護
者
の
声
を
聞
く
こ
と
も
少

な
く
あ
り
ま
せ
ん
。
園
の
運
営
が
保

護
者
の
負
担
軽
減
に
特
化
し
て
い
る

わ
け
で
は
な
い
の
に
、
数
あ
る
保
育

園
や
認
定
こ
ど
も
園
で
は
な
く
、
聖

公
会
の
幼
稚
園
に
な
ぜ
お
子
さ
ん
を

預
け
て
く
だ
さ
る
の
か
、
そ
の
理
由

を
、
感
謝
に
留
ま
ら
ず
に
可
視
化
し

言
葉
に
す
る
こ
と
が
目
下
の
課
題
で

す
。
私
の「
財
産
」の
用
い
方
で
あ
り
、

聖
公
会
と
い
う
教
会
（
建
物
で
な
く

宣
教
共
同
体
と
し
て
）の「
こ
れ
か
ら
」

に
活
か
せ
る
と
信
じ
る
か
ら
で
す
。

　
「
私
た
ち
の
国
籍
は
天
に
あ
り
ま

す
」（
フ
ィ
リ
ピ
の
信
徒
へ
の
手
紙

３
：
20
）。
宣
教
協
働
区
制
が
始
ま
っ

た
今
は
な
お
さ
ら
、
私
た
ち
が
意
識

的
に
も
無
意
識
的
に
も「
引
い
て（
し

ま
っ
て
）
い
る
枠
線
」
を
取
り
除
い

て
い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
よ

う
に
も
思
い
ま
す
。
今
後
と
も
ど
う

ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

聖
オ
ル
バ
ン
教
会
牧
師

司
祭
マ
イ
ケ
ル
・
Ｄ
・
モ
イ
ヤ
ー

　

私
は
、
米
国
ペ
ン

シ
ル
バ
ニ
ア
州
ポ
ッ

ツ
タ
ウ
ン
で
生
ま
れ

育
ち
ま
し
た
。
男
３
人
兄
弟
の
長
男

で
す
。
15
歳
の
時
に
聖
職
に
呼
び
か

け
を
感
じ
て
、
人
生
の
計
画
を
立
て

よ
う
と
し
ま
し
た
が
、
人
生
は
私
の

計
画
で
は
な
く
、
主
の
計
画
に
沿
っ

て
来
た
様
で
す
。

　

私
は
地
元
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
イ
ー
大

学
で
準
学
士
号
を
取
得
し
、
メ
イ
ン

州
バ
ン
ゴ
ー
ル
市
に
あ
る
バ
ン
ゴ
ー

ル
神
学
院
に
入
学
し
ま
し
た
。 

こ

の
神
学
院
は
、
私
が
子
ど
も
の
頃
か

ら
所
属
し
て
い
た
キ
リ
ス
ト
連
合
教

会
の
神
学
院
で
し
た
。
し
か
し
、
そ

こ
で
初
め
て
聖
公
会
教
会
の
礼
拝
に

招
か
れ
、
す
ぐ
に
そ
こ
が
私
の
精
神

的
な
拠
り
所
だ
と
感
じ
る
よ
う
に
な

新
し
い
任
地
に
遣
わ
さ
れ
て
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り
ま
し
た
。 

バ
ン
ゴ
ー
ル
神
学
院

を
卒
業
後
、
メ
イ
ン
大
学
で
学
士
号

を
取
得
し
ま
し
た
。

　

聖
公
会
の
神
学
院
で
学
位
を
取
得

し
て
い
な
か
っ
た
た
め
、
米
国
エ
ピ

ス
コ
パ
ル
教
会
で
聖
職
に
就
く
際
に

は
、
聖
公
会
の
神
学
院
に
通
う
こ

と
が
要
求
さ
れ
ま
し
た
。 
私
は
ナ

シ
ョ
タ
・
ハ
ウ
ス
神
学
院
に
入
学
し
、

１
９
９
６
年
に
卒
業
し
ま
し
た
。 

１
９
９
７
年
、私
は
６
月
に
執
事
に
、

12
月
に
司
祭
と
し
て
按
手
さ
れ
ま
し

た
。 

今
年
、
私
は
聖
職
に
就
い
て

25
年
を
迎
え
ま
す
。

　

私
が
初
め
て
聖
職
に
就
い
た
教
会

は
、
テ
キ
サ
ス
州
フ
ォ
ー
ト
・
ワ
ー

ス
市
の
諸
聖
徒
聖
公
会
教
会
で
し

た
。 

そ
こ
は
、
教
区
立
学
校
の
あ

る
大
き
な
教
会
で
し
た
。 

私
は
司

祭
補
佐
と
し
て
、
他
の
２
人
の
司
祭

補
佐
と
学
長
と
一
緒
に
働
い
て
い
ま

し
た
。 

諸
聖
徒
聖
公
会
教
会
の
牧

会
活
動
に
加
え
て
、
小
学
校
４
年
生

の
宗
教
の
授
業
を
教
え
る
こ
と
が
任

務
と
な
り
ま
し
た
。 

そ
こ
で
２
年

近
く
働
き
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
メ
リ
ー
ラ
ン
ド
州
ベ

ル
リ
ン
市
に
あ
る
聖
パ
ウ
ロ
教
会

の
司
祭
と
な
り
ま
し
た
。 

ベ
ル
リ

ン
市
は
、
海
と
海
水
浴
場
か
ら
わ

ず
か
12
キ
ロ
足
ら
ず
の
と
こ
ろ
に

あ
る
美
し
い
小
さ
な
町
で
す
。
そ
こ

で
私
は
23
年
近
く
司
祭
を
務
め
、
地

元
や
教
区
の
さ
ま
ざ
ま
な
委
員
会

や
ミ
ニ
ス
ト
リ
ー
に
積
極
的
に
参

加
し
ま
し
た
。

　

２
０
０
３
年
７
月
、
私
は
片
親
と

し
て
息
子
を
養
子
に
迎
え
ま
し
た
。

当
時
の
彼
は
６
歳
で
し
た
。
今
は
彼

が
結
婚
し
て
お
り
、
今
年
の
４
月
に

私
は
め
で
た
く
お
じ
い
さ
ん
に
な
り

ま
し
た
。

　

ま
た
、
私
は
Ｏ
Ｇ
Ｓ
「
善
き
羊
飼

い
の
オ
ラ
ト
リ
オ
」
と
い
う
、
聖
公

会
の
独
身
男
性
の
た
め
の
修
道
会

に
所
属
し
て
い
ま
す
。 

Ｏ
Ｇ
Ｓ
は

１
９
１
３
年
、
ケ
ン
ブ
リ
ッ
ジ
大
学

の
３
人
の
司
祭
に
よ
っ
て
設
立
さ
れ

ま
し
た
。 

Ｏ
Ｇ
Ｓ
で
は
、「
７
つ
の

ノ
ー
ト
」
と
呼
ば
れ
る
法
則
（
親
睦
、

自
由
、
受
託
責
任
、
知
性
の
働
き
、

心
の
働
き
、
平
和
を
も
た
ら
す
愛
、

自
制
心
、
そ
し
て
喜
び
）
に
基
づ
い

て
生
活
し
て
い
ま
す
。
私
は
今
年
で

10
年
目
の
Ｏ
Ｇ
Ｓ
メ
ン
バ
ー
に
な
り

ま
す
。

　

メ
リ
ー
ラ
ン
ド
州
で
の
長
年
の
奉

仕
の
後
、
聖
オ
ル
バ
ン
教
会
で
の
新

た
な
奉
仕
を
始
め
る
こ
と
に
な
り
、

と
て
も
わ
く
わ
く
し
て
い
ま
す
。 

日
本
語
が
不
自
由
な
私
で
す
が
、
聖

職
者
同
僚
と
共
に
精
一
杯
働
く
こ
と

を
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。 

も
ち
い
て
く
だ
さ
い

聖
救
主
教
会　

副
牧
師

司
祭　

グ
ロ
リ
ア　

西
平 

妙
子

　

沖
縄
教
区
の
聖
ア
ン
デ
レ
教
会
か

ら
４
月
に
聖
救
主
教
会
に
参
り
ま
し

た
。
東
京
教
区
で
の
ご
奉
仕
の
機
会

が
与
え
ら
れ
た
こ
と
を
、
本
当
に
感

謝
い
た
し
ま
す
。
聖
救
主
教
会
は
施

設
が
沢
山
あ
り
、
ま
だ
分
か
ら
な
い

こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、
少
し
ず
つ
慣

れ
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

先
日
、幼
稚
園
の
保
護
者
の
方
に
、

ど
う
し
て
牧
師
に
な
ら
れ
た
の
で
す

か
と
聞
か
れ
ま
し
た
。
ク
リ
ス
チ
ャ

ン
で
な
い
方
で
も
、
そ
の
こ
と
に
興

味
が
あ
る
の
だ
と
知
り
ま
し
た
。
ど

う
し
て
、
聖
職
に
な
ろ
う
と
思
っ
た

の
か
、
神
さ
ま
の
お
導
き
と
し
か
、

言
い
よ
う
が
あ
り
ま
せ
ん
。
ふ
わ
ふ

わ
と
し
た
思
い
で
高
校
生
の
頃
、
修

道
女
に
な
り
た
い
と
思
っ
た
こ
と
は

あ
り
ま
す
。一
生
神
様
の
傍
に
い
て
、

ジ
ャ
ガ
イ
モ
の
皮
を
む
い
て
（
勝
手

な
思
い
込
み
で
す
）
暮
ら
す
生
活
に

憧
れ
ま
し
た
。修
道
女
に
な
る
に
は
、

神
さ
ま
か
ら
の
熱
烈
な
コ
ー
リ
ン
グ

（
お
呼
び
）
が
あ
る
と
思
っ
て
い
た

の
で
、
求
め
る
こ
と
も
せ
ず
、
そ
の

思
い
も
ど
こ
か
に
い
っ
て
し
ま
い
ま

し
た
。

　

聖
職
の
道
へ
進
む
き
っ
か
け
と

な
っ
た
の
は
、
観
想
黙
想
会
で
し

た
。
10
日
間
、
人
と
ま
っ
た
く
話
さ

ず
に
、
神
さ
ま
だ
け
に
心
を
向
け
る

時
を
持
ち
ま
し
た
。
そ
れ
は
、
自
分

自
身
を
見
つ
め
る
時
間
と
な
り
ま
し

た
。
神
さ
ま
の
言
葉
が
、
蜜
の
よ
う

に
甘
い
祈
り
の
時
で
し
た
。
し
か
し

そ
の
こ
と
が
、
直
接
に
は
聖
職
に
な

り
た
い
と
い
う
決
心
に
は
、
い
た
り

ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
の
後
、
勉
強
す

る
だ
け
で
も
良
い
と
思
い
、
神
学
校

に
行
き
ま
し
た
。
卒
業
す
る
時
も
、

神
さ
ま
に
尋
ね
ま
し
た
。「
聖
職
の

道
を
行
く
べ
き
で
し
ょ
う
か
。」
そ

の
答
え
の
よ
う
に
、
あ
る
方
か
ら
黒

の
祭
服
（
キ
ャ
ソ
ッ
ク
）
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。
ヨ
ナ
書
の
ヨ
ナ
の
よ
う

に
決
心
も
覚
悟
も
な
い
私
で
す
が
、

主
が
も
ち
い
て
く
だ
さ
る
こ
と
を
信

じ
て
、
色
々
な
方
の
お
助
け
と
祈
り

の
中
で
、
今
こ
こ
に
立
た
せ
て
い
た

だ
い
て
い
ま
す
。

　

昨
年
の
10
月
20
日
に
も
ら
い
事
故

で
足
首
の
骨
折
を
し
、
今
年
１
月
に

は
、
病
気
が
見
つ
か
り
手
術
を
受
け

ま
し
た
。
心
は
い
た
っ
て
元
気
な
の

で
す
が
、
し
ば
ら
く
は
定
期
的
に
病

院
と
リ
ハ
ビ
リ
に
行
き
ま
す
。
ご
迷

惑
を
お
か
け
い
た
し
ま
す
。

《
信
徒
リ
レ
ー
エ
ッ
セ
イ
》

　

教
区
合
同
堅
信
式

　
　
　
　

渋
谷
聖
ミ
カ
エ
ル
教
会

　

瀬
下 

真
弘

　

２
０
２
２
年
６
月
４
日
に
聖
ア
ン

デ
レ
主
教
座
聖
堂
に
て
教
区
合
同
堅

信
式
が
あ
り
ま
し
た
。
幸
い
に
も
当

教
会
か
ら
も
二
人
の
堅
信
志
願
者
を

送
り
出
す
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
の
影
響
が
残
る

な
か
に
あ
っ
て
開
催
い
た
だ
け
ま
し

た
こ
と
関
係
各
位
の
ご
尽
力
に
感
謝

で
す
。

　

私
は
名
親
の
一
人
と
し
て
式
に
参

加
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
等
の
技
術
で
色
々
な
こ
と
が

出
来
る
世
の
中
に
な
り
ま
し
た
が
、

堅
信
式
で
按
手
を
受
け
る
よ
う
な
対

面
で
な
い
と
体
験
で
き
な
い
こ
と
が

多
く
あ
る
こ
と
を
感
じ
た
よ
う
に
思

い
ま
す
。

　

こ
の
文
章
を
書
い
て
い
る
の
は

６
月
で
す
が
、
今
回
の
コ
ミ
ュ
ニ

オ
ン
が
発
行
さ
れ
る
頃
に
は
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
が
収
束
し
色
々

な
こ
と
が
好
転
す
る
こ
と
を
願
う

ば
か
り
で
す
。

　

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
堅
信
式

を
受
け
ら
れ
た
皆
さ
ん
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。
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◇
　
　
◇
　
　
◇

次
回 

秋
号

　
　
　
10
月
23
日
発
行
予
定

宣
教
協
議
会
っ
て
何
で
す
か
？

１
９
９
５
年
宣
教
協
議
会
に
つ
い
て

　

今
回
と
次
回
の
「
ぶ
ど
う
の
枝
だ

よ
り
」（
教
区
報
版
）
で
は
、
過
去

に
開
催
さ
れ
た
宣
教
協
議
会
に
つ
い

て
振
り
返
り
ま
す
。
今
ま
で
ど
の
よ

う
な
宣
教
協
議
会
が
開
催
さ
れ
た
か

を
思
い
返
す
こ
と
で
、
２
０
２
３
年

の
宣
教
協
議
会
へ
臨
む
気
持
ち
を
新

た
に
で
き
れ
ば
と
思
い
ま
す
。
今
回

は
、
１
９
９
５
年
の
宣
教
協
議
会
に

つ
い
て
取
り
上
げ
ま
す
。

　

こ
の
宣
教
協
議
会
以
前
に
も
、

日
本
聖
公
会
で
は
宣
教
に
関
わ
る

協
議
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
が
、

「
伝
道
協
議
会
」
あ
る
い
は
「
宣
教

協
働
協
議
会
」
と
い
う
名
で
の
開

催
で
し
た
。「
宣
教
協
議
会
」
と
い

う
名
で
の
開
催
は
１
９
９
５
年
の

協
議
会
か
ら
で
す
。

　

そ
も
そ
も
、
宣
教
協
議
会
と
は
何

で
し
ょ
う
か
。
今
ま
で
に
開
催
さ
れ

た
協
議
会
を
概
観
し
て
み
る
と
、
次

の
よ
う
に
言
う
こ
と
が
で
き
る
と
思

い
ま
す
。
す
な
わ
ち
、「
そ
の
時
代

時
代
に
お
い
て
、
協

議
し
て
方
向
性
を
定

め
る
必
要
が
あ
る
宣

教
の
諸
課
題
に
つ
い

て
、
日
本
聖
公
会
全
体
と
し
て
な
さ

れ
る
協
議
会
」
と
。
教
会
単
位
で
も

な
く
、
ま
た
教
区
単
位
で
も
な
く
、

日
本
聖
公
会
全
体
と
し
て
と
い
う
と

こ
ろ
に
大
き
な
力
点
が

あ
り
ま
す
。

　
１
９
９
５
年
の
宣
教

協
議
会
は
、
８
月
28
日

～
31
日
ま
で
、
清
里
清

泉
寮
に
て
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
主
題
は
「
日
本

聖
公
会
の
宣
教
―
歴
史

へ
の
責
任
と
21
世
紀
へ

の
展
望
」。
戦
後
50
年

の
節
目
に
あ
た
り
、「
歴

史
、
世
界
、
社
会
、
民

衆
の
中
で
働
い
て
お
ら
れ
る
キ
リ
ス

ト
に
生
き
る
教
会
」
が
目
指
さ
れ
ま

し
た
。参
加
者
は
１
８
４
名
で
し
た
。

　

塚
田
理
司
祭
に
よ
る
主
題
講
演

「
日
本
の
歴
史
と
宣
教
理
解
」
や
、

ジ
ョ
ン
・
ボ
ビ
ー
司
祭
に
よ
る
特
別

講
演
「
21
世
紀
へ
の
教
会
の
展
望
―

あ
ら
ゆ
る
場
を
変
革
す
る
た
め
に

―
」
が
行
わ
れ
、
井
田
泉
司
祭
に
よ

る
聖
書
研
究
「『
正
義
を
行
う
』
こ

と
へ
の
召
し
」
が
あ
り
ま
し
た
。
ま

た
、
祈
り
の
集
い
の
中
で
の
韓
国
、

フ
ィ
リ
ピ
ン
か
ら
の
証
言
や
、女
性
、

障
が
い
者
、
環
境
問
題
に
関
わ
る
発

題
が
あ
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
ら
の
講
演
や
証
言
、
発
題
を

受
け
、
参
加
者
に
よ
る
協
議
を
経

て
、
協
議

会
最
終
日

に
「
日
本

聖
公
会
95

宣
教
協
議

会　

宣
言
」

が
採
択
さ

れ
ま
し
た
。

そ
こ
で
は
、

「
日
本
聖
公

会
が
戦
争

に
加
担
し

た
責
任
を
痛
み
を
も
っ
て
自
ら
の

も
の
と
し
、
敗
戦
後
、
す
み
や
か
に

こ
の
責
任
を
明
ら
か
に
表
明
で
き

な
か
っ
た
戦
後
責
任
を
確
認
し
（
中

略
）
そ
の
罪
責
を
神
の
前
に
告
白

し
、
被
害
を
与
え
た
隣
人
の
前
に
謝

罪
」し「
懺
悔
」す
る
こ
と
、ま
た「
日

本
聖
公
会
は
、
差
別
、
抑
圧
を
生
み

出
し
支
え
て
い
る
社
会
構
造
自
体

　ちょっと聖書、 ときどきユーモア （五十二）
　１． ゆるせない罪　（マルコ 2 ： 1-12）
牧師「家の屋根に穴をあけ、4 人の友人は体の麻痺した人をイエ
　　　スさまのもとにつりおろしました、すると、それを見たイ
　　　エスはその人の罪をゆるし、病気もいやされたのです」
信徒「でも先生、いくらイエスさまといえども、勝手にはゆる　
　　せない罪があるんじゃないですか」
牧師「どういう罪でしょう」
信徒「建造物損壊罪です」
　２．  山をうつす信仰
牧　師「イエスさまは、からし種一粒ほどの信仰があれば山を　
　　　　うつすことができる、と言っています」
子ども「先生、それなら、私にもできます」
牧　師「えっ、どうやってうつすのですか」
子ども「写真で！」
　３． 迷える子羊を救う
　道ばたで、ある人が牧師としばらく話をして帰って行った。
　それを見た信徒が、
信徒「先生、今の方とどんな話をされていたのですか」
牧師「なあに牧師として一番大切な働き、即ち迷える子羊を　　
　　　救ってあげたのさ」
信徒「ちょっと、お話ししただけでその人を救いに導いたの　　
　　　ですか？」
牧師「そう、道に迷った人に駅までの道を教えてあげたんだ」

を
変
革
す
る
た
め
の
地
の
塩
、
世

の
光
と
な
ら
な
け
れ
ば
」
な
ら
な

い
こ
と
が
表
明
さ
れ
ま
し
た
。
ま

た
、
同
じ
く
「
日
本
聖
公
会
95
宣

教
協
議
会
共
同
ざ
ん
げ
」
が
採
択

さ
れ
ま
し
た
。

　

採
択
さ
れ
た
こ
れ
ら
の
「
宣
言
」、

「
共
同
ざ
ん
げ
」
に
導
か
れ
る
か
た

ち
で
、
翌
年
の
１
９
９
６
年
第
49

（
定
期
）
総
会
に
お
い
て
、「
日
本

聖
公
会
の
戦
争
責
任
に
関
す
る
宣

言
」
が
決
議
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の

決
議
に
よ
り
、
韓
国
・
フ
ィ
リ
ピ

ン
を
は
じ
め
と
し
た
ア
ジ
ア
の
諸

教
会
と
の
交
わ
り
が
深
ま
る
こ
と

と
な
り
ま
し
た
。
ま
た
こ
の
宣
言

は
、
１
９
９
８
年
ラ
ン
ベ
ス
会
議

で
紹
介
さ
れ
、
多
く
の
国
の
人
々

に
感
銘
を
与
え
た
よ
う
で
す
。

（
宣
教
協
議
会
実
行
委
員  

横
浜
教

区 

司
祭 

北
澤 

洋
）


